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学校教育目標   自分事として学び、共に活動する子 

 

令和６年12月23日(月)に２学期が終了します。これまで本校の様々な教育活動に対してご理解と

ご協力をいただき感謝申し上げます。令和７年１月７日(火)に、こどもたちに会えることを楽しみ

にしております。本当にありがとうございました。よい年をお迎えください。 

新体育館建設に参加できてすごーくうれしい 

― なぜ、「夢みるプロジェクト」を実施するのか ー 

校長  米津 英郎 

前回の学校便りでお伝えした「夢みるクラブ活動プロジェクト」「夢みる体育館プロジェクト」は

無事終了しました。この二つのプロジェクトについて、肯定的な意見を数多くいただきました。活

動内容については、裏面をご覧下さい。ご理解とご支援ありがとうございました。 

しかしその一方で「こどもが自分で考えて決めていくことは素晴らしい教育活動だと思う。しか

し、教師がもっと積極的に正しいことを教えなければ、自分の考えばかり通そうとするわがままで

言いたい放題のこどもが増え、地域社会が混乱してしまうのではないか。」と心配されている方もい

らっしゃるのではないでしょうか。 

「こどもが自分で考えて決めていく」ということは、わがままで言いたい放題のこどもを、自分

のことしか考えていない意見を、主体性という美名の下に認めていこうということでは決してあり

ません。 

私が考えていることは、生きる力の質の問い直しです。つまり、地域社会のウェルビーイングの

実現に向けて貢献しようとする心身共に健全な形成者を育成するためには、こども一人一人の内に

ある探究力を伸ばすことに大きな可能性があると考えているのです。 

「こどもが自分で考えて決めていく」ということは、大人からの正解を受け入れることよりもか

なり厳しい活動です。なぜなら、その判断に関する全てをこども自身が一人で引き受けざるを得な

いからです。「こどもが自分で考えて決めていく」という営みは、いいかげんな何でもありのことで

はなく、真正面から問題と対峙し知識を収集し、仲間や家族と対話しながら探究していくという厳

しさと誠実さを自然な形でこどもに求めるという本質的な教育原理であるのです。 

実際、「夢みる体育館プロジェクト」では、教師に言われなくてもこどもたちは他の体育館を調べ

たり、家族や友達に相談したりしながら考えをまとめ市役所に提案をしました。新体育館の愛称「み

んなの体育館」を提案した４年２組のＡさんは「じいじにも聞いてみたよ。じいじも一緒に考えて

くれたよ。愛称を決めるまでは大変だったけど楽しかった。みんなという言葉には、こどもも大人

もすべての人という意味があるんだよ。新体育館建設に参加できてすごーくうれしい。」と感想を述

べています。 

今後もこのような活動に取り組んでいきたいと考えています。さらに「夢みる保護者プロジェク

ト」と題して、保護者と学校が教育活動について自然な形で対話する取組も実施していきたいと考

えています。ありがとうございました。よい年をお迎えください。 



 

 

 

 

 

 

 

黒田小「夢みる体育館プロジェクト」 

 

 

１月 ６日（月）校納金振替日 

７日（火）３学期始業式 普通３日課  

９日（木）普通４日課 給食開始 

    定着度調査②国語③算数 

１０日（金）ひばり号 

１５日（水）お話列車１・２年 

      アルミ缶回収 

２１日（火）お話列車３・４年 

２４日（金）ひばり号 

                      

1月、２月の主な行事予定 

市役所の教育総務課の方へ、新しい体育館に関する要望を伝える「夢みる体育館プロジェクト」につい

て、「夢みる小学校」上映会の後にアナウンスをし、15名の児童が立候補しました。全校の希望・要望を

伝えることをゴールに、右の表にある活動を行いました。 

プロジェクトの初日に「休み時間にたくさん集まることに 

なるけれど、大丈夫ですか？」と尋ねると、みんな力強く 

「大丈夫」と頷いてくれました。全校の思いを伝えるために 

何ができるか尋ねると「アンケートをパソコンでとりたい」 

「低学年は選択肢をつくって、ひらがなの方がいいかな」等、 

たくさんの意見が出ました。愛称を考えてみてはどうか、と 

いうアイディアに対して、プロジェクトメンバーが１人１つ 

ずつ考え、全校で投票を行った結果「みんなの体育館」に決まりました。 

 12月18日、市役所の教育総務課の方が来校してくださり、要望を伝 

えました。アンケートの数値を根拠にしながら、一人一人が責任もって自 

分の言葉で思いを伝えることができました。このプロジェクトを通して、 

デジタルのアンケート作成から、プレゼンのスライド作りまで主体的に 

取り組むこどもたちの姿に感動しました。「社会は自分の力で変えられる」 

という思いが、今後育っていくことを願っています。 

                     

＜お知らせ＞ 

冬休み中、リーバーへの入力

は必要ありません。お子様の

体調のことで何かありました

ら、黒田小学校（26-2670平日

の８時から 16 時 20 分の間）

に連絡ください。（土日及び学

校閉庁日（12月30日（月）か

ら１月３日（金）まで）を除く） 

 

２月 １日（土）富士山学習PARTⅡ発表会 

              （富士宮四中）           

４日（火）授業参観②低③高 

     アルミ缶回収日 

５日（水）校納金振替日 

７日（金）ひばり号 

     お話列車３・５年  

１４日（金）お話列車１・２年 

２０日（木）お話列車６年  

 

     定着度調査②国語③算数 

                      

12月16日（月）をロング昼休みに変更し、屋外クラブが体育館でドッジボールを 

行いました。みんな夢中で遊んでいて、満足した表情がとても印象的でした。 

「夢みるクラブ活動プロジェクト」 

 

 

 


